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１．開 会 時 間            ９ 時      ３０ 分 

 

２．閉 会 時 間           １１ 時      ５５ 分 

 

３．教 育 長 名      府 川  陽 一 
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３  小  林   德  博 

４  吉  田   美 佳 子 

５   府  川   陽  一 

 

６．出席者氏名      教育次長  宮川康廣 

             教育総務課長  黒石徳子 

生涯学習課長  三浦牧子 

教育総務課指導班指導主事  新井久美 

             教育総務課教育総務班長  竹本直昭 

             教育総務課教育総務班主査  寺口瑞紀 
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平成２７年度９月教育委員会定例会会議録 

 

日時：平成２７年９月２９日（火） 

午前９時３０分より 

場所：二宮町町民センター２Ａクラブ室 

 

 

― 開会宣言 ― 

（教育長）平成２７年度９月定例教育委員会議を開催します。 

 

 

― 署名委員の指名 ― 

蓮實委員を指名する。 

 

 

― 教育長事務報告 ― 

（教育長）９月事務報告を資料に基づいて行う。 

（教育次長）９月政策会議報告を資料に基づいて行う。 

（各課長）各課の事業報告・事業予定について資料に基づいて説明する。 

 

○（山内委員）１０月に就学指導委員会があるということですが、特別支援学級を希望している子

についてどのように審議しているのか教えてください。 

○（指導班指導主事）就学指導委員会は、１０月と１月の年２回実施しています。１０月は幼稚園

の年長から小学校、小学校６年生から中学校１年生、各学校の通常級から支援級、支援級から通

常級に移籍する児童生徒の審議を行います。 

○（山内委員）これから支援学級に通いたいというご希望がある方がいらっしゃるということです

ね。 

○（指導班指導主事）いらっしゃいますので、その方々について１０月に審議を行います。また、

１月には現在支援級に通われている児童生徒全員の審議を行います。 

○（吉田委員）幼稚園や保育園に通われているお子さんはどのように申請をおこなうのでしょうか。 

○（指導班指導主事）広報お知らせ版６月号やホームページに就学相談に関するお知らせを掲載し

ています。また、５月に二宮町の全ての幼稚園や保育園を通じて、お知らせを配布していますの

で、それらをご覧になった保護者の方から、教育委員会に連絡をいただいています。 

○（吉田委員）ご本人との相談は、就学指導委員会当日に行うのでしょうか。 

○（指導班指導主事）就学指導委員会以前に就学相談を重ねています。 

○（吉田委員）デリケートな問題なので、判断をするのが難しいと思います。親にとってはとても

大きな問題です。ご希望に沿ったものにしたいので、よくお話を聞いていただきたいと思います。

大切なのは子どもがスムーズに学校生活をおくることが出来るということですので、学校に入っ



た後も、随時相談を出来る体制を整えていただきたいと思います。 

○（教育長）就学相談の判断は、親の気持ちに沿ったものがいいと思いますが、どうでしょうか。 

○（指導班指導主事）インクルーシブ教育を神奈川県は進めており、障がいのあるなしに係わらず、

その子にあった教育が受けられる環境を整えることがうたわれています。まずはその子のことを

よく知ることが大切だと思います。また、特別支援学校ではどういうことが出来る。二宮の小学

校の通常級ではどういうことが出来て、支援級ではどういうことが出来るのかということを、ご

紹介するのが委員会の役目だと思っています。色々な情報を紹介することで、その子に一番あっ

た教育の場を一緒に考えていくようにしています。 

○（教育長）情報を与えるのが教育委員会の役目で、選択は保護者にしていただくようにしなけれ

ばいけないと思います。 

○（指導班指導主事）相談を受けるたびに保護者は学校のことがわからないと、とても不安に思っ

ているのを感じます。 

○（吉田委員）インクルーシブ教育ということで、学校側も苦労が多いと思いますが、学校全体で

協力していくことを求められています。保護者と学校と教育委員会とよく連携して、注意深く対

応していただきたいと思います。 

○（小林委員）お子さんの障がいを認知されている保護者の方は、学校に入る前からお子さんに一

番あった教育の場を選択されていると思いますが、軽度の発達障害等をもつお子さんの保護者の

方は、通常級の子どもと一緒に学ばせたいと思われています。そのような場合は、保護者の方の

意見を十分聴いて欲しいと思います。また、入学・入級後に障がいを持ったお子さんのいい面を

発揮し、伸ばすことが出来るよう教育委員会は人事配置等によりマンパワーの増員に努力してい

ただけたらと思います。 

○（教育長）インクルーシブ教育の問題は、とても重要な問題です。こういう場で度々話し合って

いけたらと思っています。 

○（蓮實委員）学校側の受け入れ体制等があると思いますが、１月の就学指導委員会は例年どのよ

うに行われるのでしょうか。また今年はどうなりそうなのでしょうか。 

○（指導班指導主事）１月には、現在の支援級の児童生徒が適しているかを判断したり、将来のこ

とを考えて、通常級にしたりするケースがあります。保護者の方の希望に沿ったものになるよう

に事前に話し合いを行っています。 

○（蓮實委員）今年度の支援級の人数は、昨年と同じくらいの人数なのでしょうか。 

○（指導班指導主事）現在は３０人弱のお子さんが支援級に在籍しています。その児童生徒につい

て１月に審議します。 

○（山内委員）支援級というのは、身体的なものも含めてということでよろしいでしょうか。 

○（指導班指導主事）身体障がい手帳・療育手帳のあるなしだけではなくて、保護者の希望も考慮

して、丁寧に話をしていくことになります。 

○（蓮實委員）予算編成方針についてですが、昨年は早めに行われましたが今年も早いのでしょう

か。また、どのような流れになるのでしょうか。 

○（教育次長）１０月２日に予算編成会議があります。１０月末には財政部局に予算案を提出する

ことになりますので、その前に教育委員の皆さんのご意見をいただけたらと思います。日程調整



をさせていただきまして、話し合いの場を設けたいと思います。 

○（小林委員）今までは、予算が出来てから教育委員会の基本方針が出来るので、予算の枠の中で

行わざるを得なくなっていました。今年度は大綱があるので、大綱を具体化していくのが重要だ

と思います。 

○（教育長）総合教育会議が出来たので、その結果を活かしていきたいと思います。 

○（小林委員）一色小学校２年生の図書館カード利用の拡大の取り組み、とてもいいと思います。 

○（蓮實委員）この取り組みは、全員がカードを作るということでよろしいでしょうか。 

○（生涯学習課長）２年生全員がカードを作りました。 

○（蓮實委員）図書館の休館は、例年と同じでしょうか。ボランティアさんを利用するなどして、

なるべく休館の期間を短くしていただけたらいいと思います。 

○（生涯学習課長）特別館内整理休館は年に１回です。書架整理ボランティアに通常の開館中は行

ってもらっていますが、この期間の休館中は作業内容が違います。今の時点ではボランティアに

お願いしても期間を短くするのは厳しい状況です。 

○（吉田委員）他の市町村でも一緒なのでしょうか。 

○（生涯学習課長）他の市町村でも年に１回同じような作業を行っています。 

○（吉田委員）図書館カードの利用拡大の取り組みですが、２年生だけではなくて他の学年でも何

か呼びかけが出来たらいいと思います。杉並区では、５冊借りるとシールがもらえるなどの楽し

い取り組みをしていました。そのように、高学年になっても何か取り組めるようなものがあった

らいいと思います。 

○（小林委員）学校と図書館との連携はどのように行っているのでしょうか。 

○（生涯学習課長）小学校では、勉強する教材の本を先生があらかじめ借りていくなどの取り組み

を行っています。 

○（小林委員）学校の図書館にはない本が、ラディアンの図書館ではあるということを学校で調べ

ることは出来ますか。  

○（生涯学習課長）インターネットで図書館の蔵書を公開しています。インターネットを見ること

が出来る環境があれば、蔵書検索をすることが出来ます。 

○（小林委員）子どもたちも町の図書館の蔵書検索を、学校で行うことは可能なのでしょうか。 

○（指導班指導主事）パソコン教室で蔵書検索を行うことは可能です。また、学校でまとめて本を

借りてくる団体貸出もおこなっています。 

○（吉田委員）今の子どもは中学生ぐらいになると、パソコンで検索をしてしまい、あまり図書館

を使わなくなってしまっています。しかし勉強コーナーはいつも使っていますので、図書を使っ

ていけるように、学校等でも呼びかけが出来たらいいと思います。 

○（蓮實委員）毎月温水プールの水泳教室報告が、定例会の資料に添付されていますが、温水プー

ルの利用状況が気になるところです。特に水泳教室は目玉であり、どれだけ開催できたのかとい

うのが知りたいので、予定と実施状況の対比を分かりやすくしていただけたらいいと思います。

５月から販売したプールの回数券も毎月どれだけの人が利用しているか、年間パスポートはどれ

ぐらいの人が持っているかなど、記載していただけたらと思います。 

○（生涯学習課長）毎月報告はあがっているので、温水プールの利用状況を教育委員会議で報告す



ることは可能だと思います。検討させていただきます。 

○（山内委員）給食センターの夏休み後の状況はいかがでしょうか。 

○（教育総務班長）給食初日には、給食センターに教育長・次長が挨拶に行きました。また、1学

期に異物混入の事例がありましたが、2学期が始まってから麺にこげのようなものがついている

という事例がありました。これは、業者から直接納入されているものですので、県に調査を依頼

しています。詳細がわかりましたら、報告させていただきます。 

○（吉田委員）３月にあったのとは別のものでしょうか。 

○（教育総務課長）同じものですので、今回は業者に注意をするだけではなく県の給食会に調査を

してもらっています。 

○（吉田委員）給食センターのごみ置き場が、缶などがきちんと整理されていて、前を通りかかっ

た時にとてもいいと思いました。剪定枝のチップセンターが隣に出来て注目されていますので、

整理整頓されているというのはいいことだと思います。 

○（教育長）ウッドチップセンターが９月２８日に施工されましたが、ほこりが入ることはないの

でしょうか。 

○（教育総務班長）ありません。給食センターは、全館空調システムで管理されていて、2重 3重

のフィルターを通していますので大丈夫です。 

○（吉田委員）防災訓練についてですが、緑が丘の地区は、参加人数が回覧で回りました。当日は、

倉庫から物を出すなどの作業をおこなったそうです。参加した時にどこの誰か分かるようにして、

地域との連携を取れるようにしていただけたらいいと思います。 

 

 

― 付議事項 ― 

議案なし 

 

 

― 報告・協議事項 ― 

（１）二宮町教育大綱（案）について 

（教育総務課長）二宮町教育大綱（案）について資料に基づいて説明。 

 

○（小林委員）大綱の文言１つ１つを教育委員会としてどう解釈していくか、具現化していく必要

があると思います。教育施設について検討を進めますというのは、どういうことでしょうか。い

つまでに何をするのかということを問われると思いますが、ある程度長いスパンで見ていかなけ

ればいけないと思います。 

○（教育次長）現状を把握して議論をしていくところから始めていかなければいけないと考えてい

ます。 

○（小林委員）段取りを説明することが教育委員会としては大事だと思います。 

○（教育長）児童の減少や施設の老朽化の問題など、各学校の色々な問題があります。教育委員会

でも勉強会を行うなど、考えていかなければならないと思います。 



○（蓮實委員）基本方針の 2 つ目の教育環境づくりのところで、二宮らしいというのは、全てがプ

ラス思考で受け取れるわけではないと思いますので、もう少し表現を変えてみてはいかがでしょ

うか。 

○（小林委員）二宮らしいというのは、教育施設を様々な人が使えるようになればいいとの思いで

す。確かに、二宮らしいという言葉は、あいまいになってしまいます。 

○（山内委員）総合教育会議で村田町長は、自然があって通勤に便利というのは、分かっている町

民が多いとおっしゃっていました。二宮の独自性を誇れる教育施設にしていけたらと思います。 

○（小林委員）子どもたちの明るい将来を見据えた、教育施設のあり方というのがすっきりしてい

ていいのではないかと思います。 

○（教育総務課長）今のご意見をふまえて、町長と協議したいと思います。 

 

 

（２）平成２７年度二宮町教育委員会点検及び評価報告書（案）について 

（教育総務班長）平成２７年度二宮町教育委員会点検及び評価報告書（案）について資料に基づい

て説明。 

 

○（小林委員）重点施策の言葉があいまいで、分かりにくいと思います。郷土愛の育成とは何か、

地域の行事の参加は何かなど、あいまいな部分があります。目標設定の在り方をわかりやすくし

ていただきたいです。次年度重点施策を策定する時に、検討していただきたいと思います。 

○（蓮實委員）重点施策や各課の事業の表記の仕方が班によって違っているのが分かりにくいので、

次年度に向けて整理していただけたらと思います。 

○（教育総務課長）重点施策は基本方針の中から、抽出したものです。重点施策に入ってない事業

もあるので、目標をきちんと整理して分かりやすく示したいと思います。 

○（小林委員）事業があるのに目的が入っていない事業があります。次年度重点施策を作るときに、

きちんと目標を設定することが必要だと思います。 

○（蓮實委員）重点施策に入っていない事業も事務局にはたくさんあると思いますので、点検評価

の対象を事務局の事業にして、そしてそれが重点施策なのかどうかを記載したらどうでしょうか。 

○（教育総務課長）目標をはっきりと示してどのような事業があるかを整理し、その目標の達成の

為にどのように取り組んだかというような形で、来年度はきちんと評価していきたいと思います。 

 

 

（３）二宮町体育祭について 

（生涯学習課長）二宮町体育祭について資料に基づいて説明。 

 

 

（４）民俗芸能のつどいについて 

（生涯学習課長）民俗芸能のつどいについて資料に基づいて説明。 

 



（５）その他 

 

― 次回教育委員会予定 ― 

（教育総務班長）次回教育委員会議の日程及び出席を要する主な行事について資料に基づいて説明。 

 

 

― 閉会宣言 ― 

（教育長）平成２７年度９月定例教育委員会議を終了いたします。 

 

 

 

１１時５５分 終了 


